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はしがき

新しい官能基を有する有機化合物群の創製は､有機合成化学における重要な

課題のひとつである｡これまでにない有機分子を合成･単離することができれ

ば情道や配廟こ閲する新しい知見を兄いだし､新しい有機合成反応の創出が叫

能である｡さらにこれらの実験車実は数多くの新しい概念を含んでいる｡つ

本研究では､このような背景に基づき､イ√機化学で最も基本的で且つ重要な

化合物の ▲つであるカルポン酸の酸素原了･を周期律表で同じ放にあるイオウ､

セレンやテルル悦~子でr;lt-二き放えた一一連のカルコゲノカルポン酸誘ヰ体の系統的

合成法の開発と物性の解明を=指し､数多くの新しい成果を柑た｡なお､研究

課題､研究潮▲拭および研究繹費は以下の通りであるr〕
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